
第１問 
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第２問 

(１) キ：�𝑥𝑥25+�𝑥𝑥26
2

     

(２) (ⅰ) ２ (ⅱ) １ (ⅲ) １ (ⅳ) １  

(３) 
ク：𝑥𝑥50 − 𝑥𝑥1 ケ：𝑥𝑥50 − 𝑥𝑥1 コ：𝑥𝑥252 + 𝑥𝑥262 − 2𝑥𝑥12 

サ：𝑥𝑥26 − 𝑥𝑥1 シ： D  

 
第３問 

(１) (x−a)2+(y−b)2≦４
25

 

(２) ス：𝑎𝑎2 + 𝑏𝑏2 ≦ 9
25

 

(３) セ：25
29

 ソ：10
29

 タ：10
29

 チ：25
29

 

(４) ツ：𝑥𝑥2 + 𝑦𝑦2 ≦ 9
29

 

 
第４問 
 
(１) 
共有点は 

𝑥𝑥𝑎𝑎 = 𝑎𝑎𝑥𝑥(𝑥𝑥 > 0) 
の解の個数。 
両辺の対数をとると 

𝑎𝑎log 𝑥𝑥 = 𝑥𝑥log 𝑎𝑎 ⟺
log𝑥𝑥
𝑥𝑥

=
log𝑎𝑎
𝑎𝑎

. 

ここで 

𝑔𝑔(𝑥𝑥) =
log𝑥𝑥
𝑥𝑥

(𝑥𝑥 > 0) 

とおくと 

𝑔𝑔′(𝑥𝑥) =
1 − log 𝑥𝑥

𝑥𝑥2
. 



 
よって 𝑔𝑔は 0 < 𝑥𝑥 < 𝑒𝑒で増加，𝑥𝑥 > 𝑒𝑒 で減少し，最大値は 

𝑔𝑔(𝑒𝑒) =
1
𝑒𝑒

. 

一方 log𝑎𝑎
𝑎𝑎
も 𝑎𝑎 > 1で正で，関数 ℎ(𝑎𝑎) = log𝑎𝑎

𝑎𝑎
は同様に 𝑎𝑎 = 𝑒𝑒で最大 1

𝑒𝑒
。 

𝑎𝑎 = 𝑒𝑒のとき：log𝑎𝑎
𝑎𝑎

= 1
𝑒𝑒
 なので方程式は 𝑥𝑥 = 𝑒𝑒の 1 解（接する）。 

𝑎𝑎 ≠ 𝑒𝑒のとき：log𝑎𝑎
𝑎𝑎

< 1
𝑒𝑒
 なので水平線 𝑦𝑦 = log𝑎𝑎

𝑎𝑎
は 𝑔𝑔のグラフと 2 点で交わる（増加側と減少側に 1 つずつ）。 

結論：共有点の個数は𝑎𝑎 = 𝑒𝑒 のとき 1 個, 𝑎𝑎 ≠ 𝑒𝑒 のとき 2 個 

 
(２) 
(2) 𝑎𝑎 = 4のときの共有点の 𝑥𝑥座標 

𝑥𝑥4 = 4𝑥𝑥 
明らかに 𝑥𝑥 = 4は解（両辺 44）。また 

𝑥𝑥 = 2: 24 = 16, 42 = 16 
より 𝑥𝑥 = 2も解。 
(1)より 𝑎𝑎 ≠ 𝑒𝑒なので解は 2 個。したがって、𝑥𝑥 = 2 , 4 
 
(３) テ：992 log 2 − 600 
  



 
【講評】 
第１問：三角関数・図形と方程式 
問題のレベルは標準からやや難の問題が出ていた。回転移動の座標処理などの処理能力が問われる問題であった。 
 
第２問：統計(データの分析) 
問題のレベルは標準からやや難の問題が出ていた。(１)(２)は標準的であったが(３)の箱ひげ図の判断が少し大変に
思われた。 
 
第３問：図形の移動・円の領域 
標準からやや難の問題が出てた。円の像→包含条件→不動点→像の半径までをイメージできればできる問題であっ
た。 
 
第４問：指数関数・対数関数を使った総合問題 
やや難の問題であった。計算自体の重さはない様に思われたが、思考型の総合問題となっており、思考をしっかり
できるかが問題であった。 
 
全体として目標は６割５分。 
 


